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一
に
つ
い
て

ヨ
ル
ダ
ン
天
然
資
源
庁
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
千
九
百
七
十
年
以
降
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
四
・
〇
を
超
え
る
地
震
は
、
ヨ
ル

ダ
ン
に
お
い
て
二
百
五
回
発
生
し
て
い
る
。
そ
の
大
半
は
ヨ
ル
ダ
ン
南
部
で
発
生
し
て
お
り
、
原
子
力
発
電
施
設
の
建
設
予

定
地
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
る
マ
ジ
ダ
ル
周
辺
で
は
発
生
し
て
い
な
い
。

ヨ
ル
ダ
ン
に
お
け
る
原
子
力
発
電
施
設
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
複
数
の
事
業
者
か
ら
計
画
案
が
提
出
さ
れ
て

い
る
段
階
に
あ
り
、
今
後
ヨ
ル
ダ
ン
政
府
部
内
の
検
討
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
そ
の
内
容
が
具
体
化
さ
れ
て
い
く
も
の
と
考
え

て
い
る
。
当
該
原
子
力
発
電
施
設
の
建
設
予
定
地
及
び
使
用
済
燃
料
の
処
理
の
具
体
的
方
法
に
つ
い
て
は
、
原
子
力
安
全
の

確
保
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
ヨ
ル
ダ
ン
政
府
が
、
今
後
選
定
す
る
事
業
者
の
計
画
案
等
を
踏
ま
え
、
一
義
的
に
は

同
国
政
府
の
責
任
の
下
で
判
断
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
我
が
国
と
し
て
は
、
今
回
の
東
京
電
力
株
式
会
社
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
の
事
故
の
教
訓
を
生
か
し
つ
つ
、
ヨ
ル
ダ
ン
政
府
の
意
向
も
踏
ま
え
て
、
高
い
水
準
の
原
子
力
安
全
が
実
現
さ

れ
る
よ
う
、
協
力
し
て
ま
い
り
た
い
。


